
 

 

 

Liposome Research Days 2014 でポスター発表 

2014年 8月 4日から 7日までデンマーク、コペンハーゲンの Copenhagen Business School

にて開催された Liposome Research Days 2014に参加した。本学会は脂質およびリポソーム

研究に主題をおいた国際学会であり、2年に 1度開催され今回で 14回を数える。 

学会会場は 1つであったので、学会参加者の全てが一同に会して口頭発表が行われた。セッ

ションごとに高分子デリバリー、がん治療、免疫療法、画像診断といった様々なテーマに基

づいた演題が発表され、時折笑いが沸きつつも熱気に包まれた議論を行っていた。自身の専

門に限ることなく、リポソーム研究を幅広く学ぶことができ非常に有意義であった。 

また、今回私は「がん治療を目的とした抗 tissue factor抗体修飾リポソームの開発」という

テーマでポスター発表を行った。内容はがん組織への DDS を可能とするリポソームの作製

とその機能性評価を行ったものである。発表の際には幾人か

の方々から質問を頂き、ディスカッションを行うことができ

た。英語でスムーズに自分の研究を紹介・解説することは苦

労したが、どの国の方も熱心に私の説明を聞いてくださり、

嬉しく感じると共に大きな達成感を得た。しかし、相手との

コミュニケーションをより円滑にするために更なる英語力の

向上が必要であると感じた。 

国際学会で世界最先端の研究に触れると共に、自身の研究成

果を発表して各国の研究者と議論を交わしたことは大きな収

穫となった。この経験を今後の研究の糧にしていきたく思う。 
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